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【要約】「理科はヒトの感動財産！」をモットーに，観察・実験から感動や探究心を呼び起こし，

生徒が納得して理解できるような楽しい理科授業を目指し，実践をしてきた。一単元の中で，生

徒の興味・関心を引くような実験，身近にあるものを使った実験を軸とし，「Science Mission」

と称して、問題解決的な探究学習を組み入れ、単元の中で習得・活用・探究をバランスよく組み

立てることを意識した。 

【キーワード】：理科教育，観察実験，理科好き，探究学習，習得・活用・探究 

 

１ 目指したい授業モデルをもつ 

2014年度から理科授業における探究学習を

研究テーマとしてきた。 

トップイメージとして目指したい授業モデ

ルの一つに、小笠原豊氏（中部大学現代教育

学部 准教授）の実践がある。 

以下のように単元に探究の過程（課題把握

⇒習得⇒活用）を組み立てることを提案し，

授業開発を行っている。 

↑2017年9月28日福山市立城東中学校 トップ

イメージ獲得講座 小笠原氏講演資料より 

 

一時間の授業パーツや発問，組み立ても大

切だ。さらに，単元（または小単元）の習得・

活用・探究のバランスが大切なのである。単

元の流れの中で，どのような問いを持たせ，

学習に向かわせるか？というストーリー。状

況設定の研究を進めていかなければならない。 

 
２ 昨年度から引き続き…探究用「実験ノート」 

本年度，中学二年・化学単元にて，「Science 

Mission Xシリーズ」を軸とした単元構

成・実践を行っている。 

昨年度からこだわっているのは、課題と考

察を正対させた実験ノートである。 
 

STEP１ 

１つの実験テーマでノート１枚とし，実験の

過程を課題と考察・結論が正対した形で正確に

ノートに記録させる。（右図） 

2013.11.28 城北中 3 年宅和さん(当時) 作 



この際，①疑問・調べたいこと・予想（課題）

②考えられること（考察）を明確に意識させる

ために，色の違うカード（ふせん）を用意し，

それぞれに書かせる。上部に，課題のカード，

下部には，考察

のカード，その

間は実験の方法

や結果を図や表

を用いて記入す

るよう指示する。

とくに，課題と

考察を正対する

ように記録させ

る。 

STEP２ 

課題⇒方法⇒結果⇒考察完結した代表的なノ

ートを授業中に印刷し，クラスの生徒全に配布

する。その際，理科室にプリンターを用意して

おく。つまり，ノートによる情報交流を教師が

ファシリテートする。これにより，生徒の情報

交換が行われると同時に，支援が必要な生徒に

対してのヒントノートとなる。ごく簡単な実験

でも，自分で実験を行い，ノートにまとめてい

ることを評価し，印刷して配布する。他の生徒

の追試も，貴重なデータであるとし，積極的に

印刷する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

３ 理科授業アンケートから 

定期的なアンケートの中に，記述式の感想を

書かせるようにしている。また，「授業日記」

と称して，Science Mission を終えた後に，今

の考えを書くように指示をし， これまでの学

習を学んだことなどを振り返らせるようにし

ている。以下，一部掲載する。 

 

 

↓2018年 6月理科授業アンケートより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

向山・小森型理科機関紙「理科は感動だ」76号（2018年 5月発刊）27ページ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

向山・小森型理科機関紙「理科は感動だ」77号（2018年 7月発刊）19ページ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


